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3)マウス虫垂における単核球の解析
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【緒言】近年潰轟性大腸炎の虫垂病変が注目され,漢

た最近 TCR-a錘変異マウスの炎症性腸疾患の発症と

虫垂との関与が報告された.われわれはマウス虫垂の単

按球,特に腸上皮内リンパ球 (IEL)の解析を試みた.

E方法】表面て-か-についてフローサイトメトリ-で

解析 し,51crreleaseassay により細胞障害活性の検討

を行った.電顕 レベルで形態を観察 し,C壷tの免疫組

織染色と,虫垂で認められた分化抗原陰性 C-kit陽性細

胞の移入実験を行った.E結果】(1)虫垂 王ELには B220+

CD3十細胞を多数認め,その多くは CD4て訂8-CD2~TCR-
fyβ+であった.(2)虫垂 王ELは LGLの形態を呈し

自己反応性の禁止タロ-ソを認め,自己 血ym｡cyもesに

対して細胞傷害活性を示すなど,肝臓の胸腺外分化T細

胞と同様の性状を示した.(3)虫垂には小腸と同様に C-

kit陽性細胞が認められ その移入により腸管 IEL･LPL

は再構成された.E考察】虫垂 王EL には特異な性状を

持つと考えられる細胞群が存在 しており,炎症性腸疾患

の発症との関与も含めて,今後も配に検討が必要と考え

られた.

4)マ ウスレ トロウイルスによる実験性腸炎モ
デ ル の確立

- 腸 炎惹起細胞の解析-
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清水不二雄 (晶 撃慧藁撃署欝 )

ER的】我々は,LP-BM5murineleukemiavirus

(MuLV)に感染 した C57指し//6(B6)マウス (Murine

AcquiredlmmurlOdeficieneySyndrome;MAIDS)の

全勝臓細胞を B6ヌ- ドマウスに移入することにより,

炎症性腸疾患類似の腺炎が発症することを兄いだした,

この腸炎発症機序解明のために,まず MAⅠDSIT細胞

のみを移入 し病変が惹起できるか検討 した.E対象及び

方法】B6二式--ドマウスを,LP-BM5感染後8週の B6

93

マウス全蹄臓組胞を移入した群と,ナイロンウ-ルカラ

ム通過T細胞を移入した群とに分けた.対照群として B6

T細胞を移入 したものと,未処理の B6ヌ- ドマウス

をおいた.経時的に両群のマウスを屠殺 し 腸管の病理

組織学的,免疫組織学的解析を行った中また,生存率,

体重推移も記録 した.【結果】両群とも細胞移入後 1週

よりリンパ節の睦賑が明瞭となり,体重滅少もみられた.

全勝描細胞移入群は,下痢,下血を望 したが,殆ど脱虻

なく移入後 6週までに全て死亡 し,肉眼的に太腹の腫脹

を認めた.一方,T細胞移入群は,下痢,下血を屋 L,

過半数は脱駈二を伴い10週までに全て死亡 したが,大腸の

腫脹を認めなかった.対照群では異常所見を認めなかっ

た.E結論】MAIDS-T細胞で腸炎を惹起できたが,金

男単繊維胞移入群はT細胞移入群に比較 し症状の進行が早

く強いことより,MAIDSl､細胞以外のB細胞やマ ク

ロファ…ジが腸炎の増悪因子として働いていることが示

唆された.

5)特異的 王gG subclassesによる H.pylori

感染症の検討
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Eはじめに】感染症における Immun｡glc)bu呈in,とく

に IgGsubciassの選択的な活性化は,病態を制御する

蛋要な役割 を持っている.特異的 IgGsubclassについ

ては,王gGlは Type2cytokinesに,IgG2ぼ 王L-2,

ⅣNrなど Typelによって誘導制御されている.H.

pylorj感染症におけるhel‡漕TT一伐llsu臨etとC沼okines
とについては,胃粘膜局所において検討されているが,

血清抗体についてはまだ明らかではない.H.pyまorj感

染では Thlと Th2のいずれが主に関与 しているのか,

病態による差があるのか,特異的 IgGsubclassから検

討した.

【対象と方法】対象は,健常者は20歳代80私 40歳代60

名の計140私 消化性濃癌患者20名ア胃癌患者 146名の

合計306名である.抗 H.pylorilgA,Ⅰ琵E,IgM,IgG

抗体,さらに ‡gGsubclass(IgGl,2,3,4)を ELISA

法で測定した 同時をこ抗 CagA抗体,Pepsino酢nI･Ⅱ

も測定したもなお,H.pylori感染の有無はヲHM-CAP
法による IgG 抗体価によって判定 した.

【結果】健常者のうち,H.pylori感染者では抗 H,

pylorHgG 抗体のうち,とくに 王gA と ⅠgGlが上昇


